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昭 和 4 3 年 3 月 3 1 日
昭 和 4 8 年 3 月 3 1 H
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昭 和 4 8 年 3 月
職
昭 和 1 8 午 1 1 月 2 7 日
富 山 県
助 鞍 授
東 北 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科
口 腔 保 健 発 育 学 講 座 予 防 歯 利 学 分 野
歴
昭 和 4 8 年 4 月 1 日
昭 和 四 年 4 j ]  1 日
昭 和 5 7 年 2 月 1 日
昭 和 5 9 年 3 月 1 日
平 成 8 午 4 月 1 日
平 成 9 年 7 月 2 2 日
平 成 1 2 午  4 月 1 日
平 成 1 4 年 4 月 1 日
平 成 1 5 年 4 月 1 日
平 成 1 6 午  4 月 1 日
平 成 1 9 年 3  刀 3 1 日
柬 京 歯 利 ・ 大 学 卒 業
東 京 医 利 歯 科 人 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 入 博 士 課 程 修 了 ( 生 化 学 )
歯 学 博 士 ( 束 京 医 利 歯 科 大 学 )
東 北 大 学 助 手 ( 歯 学 部 予 防 歯 科 学 講 座 ) 採 用
東 北 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 講 師
東 北 大 学 講 師 ( 歯 学 培 ゆ
束 北 大 学 助 教 授 ( 歯 学 部 )
宮 城 教 育 大 学 非 常 勤 講 師 件 寺 設 科 学 口 と 歯 の 科 学 ・ 発 達 心 理 学 0  ~ 1 0 年
在 外 研 究 員 と し て 米 国 に 出 張
東 北 大 学 大 学 院 助 教 授 ( 歯 学 研 究 利 ・ )
宮 城 高 等 歯 科 衛 生 士 学 院 非 常 勤 講 師 ( 口 腔 衛 生 学 ) ~ 1 5 年
仙 台 歯 科 衛 生 士 学 院 非 常 勤 講 師 ( 口 腔 衛 生 学 ) 非 常 勤 講 帥 現 在 に 全 る
九 州 大 学 歯 学 割 汀  I C A i n l e m a t i o n a l c o u r s e  J P 常 勤 講 師 現 在 に 至 る




















































































































































































































3. Trealmenl of gingival overgrowth induced l〕y manidipine adminislralion. Kyoko



















8 Correlation between lneasurelnents using a new l]alitosis monit01' and
Organolepuc assessment. M.shimul'a, S.watanabe, M.1Wa]くUra, K.OSI〕ildri,
M.Kusumoto, K.1kawa, S. saRam010. J.periodont01.681182-11851996
?
29 . 1 m m u n o h i s t o c l ] n ] i c a 1 1 0 c a l i z a l i o n  o f  t r a n s f o r m i n g  g r o w t l ]  f a c l o r  β ,  b a s i c
f i b l o b l a s l  g r o w t l 〕  f a c t o r  a n d  h e p a r a n ・ S U 1 1 〕 1 〕 a t e  g l y c o s a m i n o g l y c a n  i n  g i n g i v a l
h y p a ' p l a s l a  i n d u c e d  b y  n i f c d i p i n e  a n d  p h e n y t o i n .  s a Ⅱ O  K  , M o r i  s 、  1 W a k u r a  M ,
S a k a l n 0 1 0  S .  J . 1 ) e r i o d o n t . R e s . 3 1 5 4 5 - 5 5 5 1 9 9 6
1 0 .  A  n e w  l n o n i t o r  w i l h  a  z i n c ・ o x i ( 1 e  t h i n  n l m  s e m i c o n d u c t o r  s e n s o r  f o r  l h e
m e a S 1 1 r e n 〕 e n t  o f  v o l a 1 Ⅱ e  s u l f u r  c o m p 0 山 l d s  i n  m o u t h  a i r .  s h i l n u r a  M ,  Y a s u n o  Y ,
I w a k 1 1 r a  M ,  s h i m a d a  Y ,  s a k a i  s ,  s u z u l d  K ,  s a k a m 0 1 0  S .  J . p e r j o d o n t 0 1 . 6 7 3 9 6 ・ 4 0 2
1 9 9 6
Ⅱ
C l i n i c a l  c h a r a c l e r i s t i c s  o f  h a l i t o s i s  :  D i f f e r e n c e s  i n  l w o  p a l i e n t  g l ' o u p s  w i t h
P r i m a r y  a n d  s e c o n d 釦 ' y  c o m p l a i n l s  o f  h a l i t o s i s . 1 W a l く a l く U r a  M ,  Y a s u n o  Y .
S h i m u r a  M .  s a k a m o t o  s 、  J . D e n t . R e s . 7 3 1 5 6 8 - 1 5 7 4 1 9 9 4
1 2
・ ・ J 提 村 地 区 に お け る 成 人 健 診 受 診 音 の 歯 肉 増 殖 有 病 に つ い て の 検 討 一 特 に 局
血 圧 症 ・ 心 疾 患 に か か わ る 服 薬 と 歯 ' 1 勾 増 ヲ 1 丘 の 関 係 一 . 岩 倉 政 城 , 渋 谷 芳 郎 ,
安 野 陽 子 . 島 田 美 弘
口 Ⅱ 暫 綱 生 学 会 雑 ; 志  4 1  2 8 9 - 2 船  1 9 9 1
1 3
ニ フ ェ ジ ピ ン 号 鳶 去 を 受 け て い る 患 者 の 歯 肉 増 殖 有 病 状 況 に つ い て の 予 備 的 研 究
岩 倉 政 城 , 渋 谷 芳 郎 , 安 里 邦 易 子 . 島 田 義 弘 .  1 1 腔 衛 生 学 会 判 昂 志  3 9  5 0 4 - 5 0 5
1 9 8 9
1 4 . 1 _ _ 1 臭 を 訴 え る 患 苦 の 口 内 気 休 巾 揮 発 判 1 硫 化 物 と 症 状 と の 関 係 . 安 里 刊 場 子 . 岩 倉
政 城 島 田 義 弘 .  1 _ Ⅱ 搾 律 γ * 学 会 判 齢 志  3 9  6 6 3 - 6 7 4  1 9 8 9
1 5 . 冠 血 笹 す 厨 長 剤  N i f e d i p i n e  の 岳 ! 1 作 用 と 思 わ れ る 歯 肉 増 舶 症 の 一 例 . 渋 谷 芳 郎 . 岩 倉
政 城 , 島 田 義 弘 , 鈴 木 正 規 . 地 井 達 哉 . 東 北 大 学 歯 学 雑 誌  6  5 1 - 6 0  1 9 釘
1 6 . 千 正 皎 合 の 疫 学 的 評 価 法 に つ い て 一  4 種 の  l n d e X  の 比 校 検 討 一 . 渋 谷 芳 郎 ,
岩 倉 ' 女 ナ 成 . 島 田 籟 弘 . 口 腔 衛 生 学 会 雑 は  3 4  2 4 3 2  1 9 8 4
1 7 . ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ に よ る 口 臭 忠 音 の 評 価 に つ い て 村 上 明 継 , 岩 倉 政 城 ,
島 則 裟 弘 . 東 北 大 学 歯 学 刈 齢 志  3  1 7 - 2 4  1 9 8 4
1 8 . フ ッ 化 物 歯 面 塗 布 法 に お け る フ ッ 素 の U 腔 残 留 呈 と 随 伴 症 状 に つ い て . 塚 田 満 男 .
岩 倉 政 城 , 島 田 鞍 弘 .  L 川 制 阜 i 生 学 会 雑 誌  3 1  1 5 1 - 1 5 7  1 9 8 1
1 9 . 大 臼 掬 ' 皎 合 面 仟 封 瞳 の 喧 接 計 測 U H こ つ い て . 岩 倉 政 城 , 井 上 博 之 , 島 田 義 弘 . ロ
腔 衛 生 学 会 雑 誌  3 3  4 9 ・ 5 6  1 9 綿
20歯の色とう蝕感受性との関係についての研究.岩倉政城.Ⅱ"・・i1扮芳,島1Ⅱ裟弘

















鈴オく健吾.口r斯!舒生学会雛,志 43 544-545 1993
2. W集団健診結果と1Ⅲ空状態の殴H系について.岩倉政城.安1!H場子,志十1匡代,
渋谷芳郎,坂本征三郎.口腔衛牛学会雑誌 42 452-453 19兜
3.一農村地区における成人健診受診者のし_1腔症状と服薬との関係岩倉政城




女里列場子.島田i妾弘. 1_1腔衛生学会雑;志 39 504-505 1989
6.血圧降下剤二フェジビンに由来する歯険げ円夕値症の峅床所見についての検討
岩倉政城.渋谷芳郎,島田義弘.口胖衛生γデ会雛肱 38 608-609 1988
フ.1、P1による不正皎合評価の妥当性について矯止歯利、医による判定成穎との比'皎





48 H L D  l n d e X に よ る 不 正 皎 合 評 価 の 妥 当 性 一 1 8 - 2 4 歳 女 性 に つ い て の 検 討 一
i 止 谷 芳 郎 , 岩 倉 ' 舛 成 . , 島 田 義 弘 . 口 腔 衡 牛 学 会 判 翫 志 諦  1 3 0 ・ 1 3 1  1 9 器
総
説
「 1 を 窓 口 に し た 学 校 教 育
2 0 0 5
1
2
口 腔 か ら 見 た 高 齢 者 の 健 康 岩 倉 政 城
口 央 の 航 床 と そ の 心 理 学 的 ア プ ロ ー チ
3 2  2 0 0 0
3
4
子 ど も が 指 を 吸 っ た と き . 岩 倉 ' 女 ナ 成 . 母 と ・ 子 の 健 1 、 夏  3 3  2 2 3 2  2 0 0 0
口 か ら 見 る 子 ど も 一 両 年 期 の 心 と か ら だ . 岩 倉 政 城 .  1 匠 学 評 諭  1 0 0
1 9 9 8
一 管 埋 か ら 教 育 ヘ ー
5
6
子 ど も の 発 達 に 及 ぼ す 口 の 1 黙 判 . 岩 倉 政 城 . 母 と 子 の 健 康  1 1  3 3 3 7  1 9 8 9
子 ど も の 発 逹 に 及 ぼ す 口 の 役 割 . 岩 倉 政 城 . 母 と 子 の 健 康 Ⅱ  3 3 3 7  1 9 8 9
子 ど も の 食 生 活 の 乱 れ と そ の 背 景 一 特 に 制 食 し ら べ か ら の 蝦 告 一 . 岩 倉 政 城
1 匠 半 才 下 i 兪  7 1  3 5 - 4 0  1 9 8 2
食 品 企 業 に よ る 「 利 ご , 」 的 広 告 手 法 と 国 民 の 食 生 活 の 改 変 . 岩 倉 政 城 . 医 学 評
6 7  3 5 - 3 8  1 9 8 1
7
学 校 保 健 研 究  4 7 , S U I 〕 P 1 8 5 - 8 8
日 本 の 1 斗 学 者 , 3 9 : 7 8 ・ 8 3 . 2 0 0 4






子 ど も の 歯 の 保 健
5 9  1 9 7 9
1 1 . 口 の 自 然 沽 1 吊 と 日 本 人 の 食 牛 活 . 岩 倉 政 城 . 医 学 ネ 平 論  5 9  5 7 - 5 9  1 9 7 8
1 2 . お や っ の 変 遷 か ら み た 子 ・ 供 の 牛 活 環 」 寛 の 破 壊 一 砂 糖 含 有 食 品 氾 灘 の 中 で ー
岩 倉 政 城 . 医 学 i 平 論 脇  4 3 - 4 6  1 9 7 6
1 3 . 骨 の 石 灰 化 機 構 一 硬 轟 U 哉 形 成 k 剛 抱 の カ ル シ ウ ム 輸 送 を め く っ て ー . 岩 倉 政 城
蛋 内 質 核 酸 酵 黙  1 8  1 0 1 2 ・ 1 0 1 7  1 9 7 3
ー そ の 社 会 背 景 に ふ れ て ー . 岩 倉 政 城 . 医 学 評 論
2 0 ・

























坂木征"郎.歯利・1矢療 9 53-67 1995
薬物品11作胴による歯仏ψ鄭池症斎藤忠、,岩倉政城,坂本征三郎,森」ゴ羽,
・F島貞',爪ぱ4光保,皿f城宇リぐ,三浦幸鮒_歯界展望 85 1108-1121 1995
平成6午度仙台市総Aりハビリテーションシステム当、門而接司'1杏












61 5 . 砂 1 1 , 1 i と 体 の 健 康 . 岩 倉 政 城 歯 の 継 康 だ よ り  S m Ⅱ e  仙 台 プ ロ デ ュ ー ス  2 5
1 - 8  1 9 9 4
1 6 . 健 康 づ く り の か な め は 良 い 歯 か ら 一 住 民 と 共 に 築 く 地 域 南 利 ・ 保 健 一 . 岩 倉 政 城
大 阪 府 歯 利 ・ 保 険 蓬 恊 会 研 究 午 帳  1 2  2 7 3 4  1 9 9 4
1 7 . こ れ か ら の 地 域 備 利 . 保 健 . 岩 倉 政 城 . 円 刊 保 団 連  4 5 8  1 7 ・ 2 3  1 9 9 4
1 8 . 了 ど も の 歯 ・ 歯 利 管 汀 甲 か ら 牛 命 教 育 へ の 艇 開 . 岩 倉 攸 城 . 体 台 利 、 教 含  1 0 別 Ⅲ 1
9 2 - 9 4  1 9 9 2
1 9 . 学 級 扣 任 の 教 介 能 力 を 信 頼 す る 歯 科 ・ 保 健 教 育 を 求 め て . 岩 倉 政 城 、 第 4 3 回 十 一 . 大
都 市 学 校 保 健 恊 議 会 前 円 歯 利 ・ 保 健 恊 議 会 . 社 口 1 法 人 仙 台 歯 科 ・ 阪 師 会  6 - 8
1 9 9 2
2 0
商 齡 者 の 口 腔 疾 患 の 予 防 と ケ ア . 岩 介 政 城 . 歯 利 ・ ジ ャ ー ナ ル  3 3 別 冊  9 4 3 - 9 5 6
1 9 9 1
口 央 を 訴 え た 登 校 困 雌 児 の 牛 活 と そ の 援 助 . 岩 倉 政 城 、 安 県 刊 場 ・ f  母 と 子 の 健
康  1 6  1 3 - 2 0  1 9 飢
老 人 保 健 亊 業 を 基 鷲 に し た 成 人 網 利 保 健 活 動 の 展 開 . 新 庄 文 明 , 鈴 木 忠 三 .
桜 木 正 昭 , 岩 倉 政 城 , 小 里 予 寺 延 友 . ・ 歯 界 屡 望  7 0  1 1 1 3 - 1 H 8  1 9 8 7
・ f ど も の 健 康 と む し 歯 一 生 活 観 察 か ら 発 病 の 必 然 竹 . を み る ー . 岩 倉 政 城 . 打
刊 保 団 述  1 9 6  N ・ 1 9  1 9 8 4
地 域 で の 歯 利 . 1 舌 動 一 地 域 医 療 か ら の と り く み ー . 岩 倉 攸 城 . 牛 活 教 育  2 1







五 感 で は ぐ く む  f ど も の こ こ ろ . 岩 倉 政 城 , か も が わ 出 版 . 京 都 , 2 0 0 6
指 し ゃ ぶ り に は わ け が あ る , 岩 倉 政 城 , 大 月 〒 井 店 , 東 京 , 2 0 0 1
口 を 通 し た イ ど も の 発 述 一 π 感 か ら の 育 ち あ い ー . 岩 倉 政 城 . 芽 ば え 社 .




口 か ら 見 た  f 育 て , 岩 倉 政 城 . 大 打 禽 店 . 東 京 ,
1 9 9 6





























岐 路 に た つ 歯 利 ・ 教 育 . 坂 本 征 二 噺 夕 叢 訳
勧 告 岩 倉 止 文 城 , 渡 辺 聡 子 .  P 1 9 1 - 2 1 7  8 卓
P 2 5 1 - 2 7 8  岩 倉 效 城 . 判 1 切 j ・ 1 ξ 小 . 丸 杠 朴 朱 式 会 社
学 会 特 別 講 演 等
1 . 岩 倉 政 城 , 「 体 と 心 を 育 て る 1 , 1 , 本 臓 器 , そ れ が 口 一 お 1 1 の 佐 康 活 動 で 人 と 人 ,
地 域 を つ な ぐ ー 」 某 山 1 講 演 第 2 2 回 Π 本 健 康 利 ・ 学 学 会 ミ ニ シ ン ポ ジ ウ ム
2 0 0 6 / 1 0 / 2 S  仙 介 広 1 際 会 館
2 .  1 五 感 で は ぐ く む ・ 「 ど も の こ こ ろ 」
' , q 城 保 育 合 1 盲 怖 ル 究 集 会  1 1 " 1 ル 畷 寅  2 0 0 6 / フ / 2 . 仙 台 国 際 会 鯲
3 . 岩 倉 政 城 . 「 地 域 で 支 え 合 う  1 _ 1 腔 ケ ア を 日 指 し て 」
第 一 回 日 木 祥 癖 学 会 教 育 セ ミ ナ ー 敦 育 諧 液  2 0 0 6 / 5 / 2 S  東 北 火 学 緩 学 部 醐 床
プ く 而 苞 1 き
戀 者 ケ ア の 現 状 分 析 と 改 革 へ の
歯 芋 井 祁 , 歯 科 ・ 導 門 職 と 一 般 市 民
東 j ; (  1 9 9 6
4 . 岩 倉 政 城 . 「 イ ・ 卞 民 と と も に 歩 む 4 i 利 ・ 保 健 ・ 1 公 療 」
第 1 8 回 Π 木 口 腔 1 1 断 生 学 会 東 北 地 方 会 特 努 1 」 講 祺  2 0 0 6 / 5 / 2 7  秋 田 県 歯 利 ・ 医 帥
ム 鮪
5 . 岩 倉 政 城 ,  f l _ 1  q 揃 を 窓 1 1 に し た 学 校 敦 育 の i 男 卸
第 5 2 回 1 _ 1 本 学 校 保 健 学 会 教 育 ; " 演  2 0 0 5 / 1 0 / 2 9  仙 台 国 際 セ ン タ ー
6 . 岩 倉 政 城 . 「 小 児 利 ・ 医 へ の 歯 科 ・ か ら の 提 言 」
第 5 4 扣 1 北 1 _ ] 本 小 児 利 ' 学 会 特 別 講 淡  2 0 0 2 / 9 / 2 8  仙 台 市 i 機 災 復 興 記 念 館
フ . 岩 倉 政 城 . 「 1 _ 1 か ら 見 た 子 育 て 一 学 校 歯 利 ・ 保 健 を 巾 心 に ー 」
東 京 都 学 校 歯 利 ・ 医 会 学 校 歯 利 ・ 保 健 研 究 大 会 記 念 講 演 1 9 9 6 / 2 村 東 京
8 . 岩 倉 政 城 , 「 住 民 主 導 の 歯 利 イ 呆 健 活 動 の 模 索 」
シ ン ポ ジ ウ ム 地 域 に 口 舵 衛 生 活 動 を 進 め る た め の 工 夫 指 名 講 演
{ _ 1 木 口 腔 衡 牛 学 会 柬 北 地 方 会  1 9 鯛 / 5 月 八 戸
9 . 岩 介 政 城 , 「 口 央 に こ だ わ る 戀 者 の 心 理 的 片 景 と そ の 治 療 」 , 口 央 齢 J 末 の 利 , 学
日 本 [ 、 1 1 控 衛 生 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 「 1 臭 肌 床 の 利 ・ 学 」 指 名 講 淡  1 9 9 9 / 1 1 月 福 岡
1 0 . 岩 倉 政 城 , 「 人 の 健 康 と Π 1 控 一 地 域 歯 科 ・ 健 診 か ら 見 え る こ と 学 ぶ こ と ー 」
日 本 1 _ 1 腔 1 ! 行 牛 学 会 東 北 地 ノ j 会  1 9 9 5 / 5 月 秋 川 県 歯 利 ' 伐 師 会 館







































岩 倉 政 城 . Π 吸 う ・ 噛 む ・ 食 べ る ー ・ か ら は じ ま る 豊 か な 発 辻 」 第 3 分 利 ・ 会 誹 演 ,
シ ン ポ ジ ス ト 第 1 7 阿 食 と 健 1 " を 努 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 食 べ も の 文 化 研 究 会
2 0 0 2 / フ / 2 7 , 2 8 . 小 央 入 学 駿 河 台 記 念 館 東 京
岩 倉 政 城 , 「 食 こ そ 初 め て の 共 同 作 業 一 授 孔 か ら の 心 の 発 達 」 第 1 分 利 , 会 部 h 炎 .
シ ン ポ ジ ス ト 第 1 6 山 1 食 と 健 康 を 老 え る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化 句 F 究 会
2 0 O V 8 / 2 5 , 2 6 大 阪 ロ ロ ナ ホ テ ル 大 阪
岩 倉 政 城 , 「 ロ ・ 体 か ら の 心 の 育 ち 一 虐 待 ・ キ レ る , の 人 も と を 探 る 1  第 2 分 科
会 講 演 . シ ン ポ ジ ス ト . 第 1 5 回 食 と 健 康 を ぢ ぇ る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化
研 究 会  2 0 0 0 / フ / 2 2 , 2 3  中 央 大 学 駿 河 台 記 念 館 東 京
岩 倉 政 城 . 「 ロ ・ 休 か ら の 心 の 育 ち 一 虐 行 ・ キ レ る . の 人 も と を 探 る 」 卸 江 分 利
会 淋 演 . シ ン ポ ジ ス ト 第 1 5 同 食 と 健 康 を ぢ ぇ る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化
研 究 会  2 0 0 0 / フ / 2 9 , 3 0  大 阪 コ ロ ナ ホ テ ル 大 阪
岩 倉 政 城 , 「 口 か ら は じ ま る 子 ど も の 発 迂 」 第 2 分 利 ・ 会 講 演 . シ ン ポ ジ ス ト 第
1 4 回 食 と 健 康 を 吉 え る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化 研 究 会  1 9 9 9 / フ / 2 4 , 2 5  中
央 大 学 駿 河 台 記 念 館 東 京
岩 倉 政 城 , 「 口 か ら は じ ま る ・ f ど も の 発 達 1  第 1 分 利 ・ 会 講 演 シ ン ポ ジ ス ト
第 1 4 回 食 と 健 康 を 者 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 食 べ も の 文 化 研 究 会  1 9 9 9 / フ / 3 1 , 8 / 1
大 阪 コ ロ ナ ホ テ ル 大 阪
岩 倉 政 城 、 「 口 か ら 見 え る 子 ど も の 発 達 」 第 2 分 利 会 講 演 , シ ン ポ ジ ス ト
第 1 3 1 旦 1 食 と 健 康 を 老 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 食 べ も の 又 化 研 究 会  1 9 9 8 / フ / 2 5 , 2 6
カ ン ダ パ ン セ / 学 士 会 鮪 東 京
岩 倉 政 城 , 「 [ j 1 か ら 見 え る 子 ど も の 兆 迷 」 第  1 分 科 会 講 演 , シ ン ポ ジ ス ト 第
1 3 山 1 食 と 健 康 を 青 え る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化 研 究 会  1 9 9 8 / 8 / 1 , 2  大 阪
コ ロ ナ ホ テ ル 大 阪
岩 倉 政 城 , 「 Π か ら 見 る 子 ど も の 発 達 」 第 2 分 科 会 講 淡 , シ ン ポ ジ ス ト
第 1 2 回  1 9 9 7 / フ / 1 9 , 2 0  中 央 大 学 駿 河 台 記 念 館 東 京
岩 倉 政 城 , 「 歯 利 . 予 防 管 理 お よ び 剣 待 さ れ る 行 政 の 役 害 1 」 」 シ ン ポ ジ ウ ム 「 ハ イ
リ ス ク 感 染 症 戀 吉 の 歯 利 ・ ケ ア ー そ の 文 J 策 と 施 策 」 基 調 講 演 仙 台 歯 利 ・ 咲 師 会
1 9 9 6 / 4 月 仙 台
岩 倉 政 城 , 「 子 ど も の 発 逹 に 及 ぼ す 口 の 役 割 り 」 第 1 分 利 ・ 会 誌 賢 寅 , シ ン ポ ジ ス ト
第 1 1 回 食 と 健 康 を 冴 え る シ ン ポ ジ ウ ム 食 べ も の 文 化 研 究 会  1 9 9 6 / フ / 2 7 , 2 8













































1 1 年 文 剖 杯 ヤ き 省 利 ・ 学 研 究 費 基 鷲 研 究 ( C ) ②
口 央 卞 訴 患 者 の セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プ 疫 法 の 開 発
科 研 賣 以 外 の 研 究 費
1 . 地 域 保 健 活 動 へ の 応 用 を 兒 据 え た 呼 気 l j 1 奥 の 測 定 と 斤 平 価 法 の 検 村 , 平 成 1 6 年 度
8 0 2 0 公 募 研 究 . 小 段 ] 健 1 _ 1 - 1 , 岩 倉 ' 女 1 成 , ウ テ 賀 め ぐ み , 2 0 0 4
2 . 円 臭 測 定 器 の 開 発 , 産 学 連 携 研 究 喪 : コ ス モ 確 機 株 式 会 社 研 究 代 表 者 : 岩 倉
' 文 1 成 . 2 0 0 2
学 会 発 表 こ こ 数 年 の も の
1 .  p s y c l ] 0 1 0 g i c a l c h a l ' a d e r i s t i c s  o f h a l i l o s i s  p a t i a ] t s  b y  u s i n g  E g o g r a m  a n d
Q u c s t i o n n a i r e s .  A .  K U S A N O ,  M . 1 W A K U R A ,  K . 1 1 く A W A ,  N .  T A N D A , J .  W A S H I 0 ,
a n d T .  K O S E l q
8 4 d ]  G e n a ' a l  s e s s l o n  a n d  E X I ] i b i t i o n  o f l h e  l n t e m a t i o n a l ,  A l n e r i c a n ,  a n d
C a n a d i a n  A s s o c i a l i o n s  f 0 1 '  D e n l a l  R e s e a r c h .  B r i s b a n e  A U S { r a l i a ,  J u n e  2 8 ・ ・ ] u l y l ,
2 0 0 6 ,  p o s l e r  p r e s e n l a t i o n  ( 1 n t e l ' n a t l o n a l  A s s o c i a t i o n  f 0 1 '  D e n t a l  R e s e a l ' C I 〕  2 0 0 6
; 8 4 : H 9 2
2 . 歯 利 . 的 ア プ ロ ー チ に よ る 真 竹 1 1 臭 患 音 の 治 号 列 列
J I 、 川 恭 子 , 岩 倉 政 城 . 丹 「 U 奈 緒 子 , 小 川 裕 平 . 山 田 雛 大 , 小 関 健 山 . 第 1 8 1 回 H 本
「 _ 吋 空 衛 生 学 会 東 北 地 方 会 眺 岡 市 , 2 0 0 6 . 5 . 2 7 . Π 頭 発 表
3 . 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 職 員 研 ・ 修 と 口 腔 ケ ア の 進 展
渡 辺 美 智 f , 局 野 恭 ・ f , 市 川 公 屶 , 朝 倉 ミ サ 子 , 1 鴫 原 ヨ シ f . 鴇 巣 幸 j 珍 . 岩 介
政 城 ,  d _ 1 圧 リ 准 大 , 丹 田 奈 緒 子 , 卓 野 歩 . 小 僕 Ⅱ 建 H I 、 第 1 8 回 日 本 1 げ 村 綱 化 学 会
東 北 地 方 会 盛 岡 市 . 2 0 0 6 . 5 . 2 7 . 口 頭 発 表
4 .  A  r e s i d e n t s ・ o r i e n t e d  d e n t a l  h e a 1 1 h  p r o g r a l n  i n  a  r 山 ' a 1 1 0 w n
M . 1 W A K U 1 て A ,  M .  H A G A ,  K . 1 1 く A W A ,  J .  W A S H I 0 ,  N .  T A N D A ,  A .  K U S A N O ,
Y .  S H I B { _ 1 Y A ,  Y .  S H I G I H N て A ,  K .  S U Z U N ,  a n d T .  K O S E N ,
8 3 1 ・ d  G e n e r a l  s e s s i o n  a n d  E X I 〕 i b Ⅱ i o n  o { 1 h e  l n l e r n a t i o n a l ,  A l n e r i c a n ,  a n d
C a n a d i a n  A s s o c i a l i o n s  f o r  D e n t a l R e s e a r c h
B a l t i l n ω ・ e ,  M L  U S A ,  M a r c h  9 - 1 2 , 2 0 0 5 ,  p o s l e r  p r e s e n t a t i o n  ( 1 n t e r n a l i o n a l
A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a l  R e s e a r c h  2 0 0 5  ; 8 3 : 0 7 7 8
課 題 番 丹 H 6 7 2 0 3 4
1 9 9 9
岩 倉 政 城
5 Developmenlotan ultrasonic Device to Deted Early Demineralized Lesions
T. KOSEla, Y. YAMADA, K,11q、WA, K. AMANO, F.1MAIZUMI, Y. OGAWA,
E.1SHⅡ, M.1WNくU1てA, andA.丁NくEUCHI,
83rd General session and EXI〕ibition of thelnlernauonal, American、 and
Canadian Associations for Dental Research
Ba]1ilnore, ML USA, March 9-12,2005, poster presentation σnternational
Associa{ion for Dental Research 2005 ;83:2053
6 Circadian cl〕anges of volatile sulfⅡr colnpounds lneasured by Breathlron
1]くawa K,1WalくUra M, washio J, Kusano A, Tanda N., KosekiT
Intemalional syml〕osium f01'1ntel、face 01'al Hea11h sdence
FebrU磁'y 23,2005. sendai lnternalional cenler, sendai, Japan. poster
Presentation
7 Development of a l〕ortable bad・brealh monitor and applicalion for 6eld study of
halitosis
N Tanda, M lwak11ra, Klkawa,J washio, AKusano, TKoseld
International symposium for lnterface oral Hea11h science
February 23,2005. sendai lnlernational cenlel', sendai, Japan. poster
Presa]tation
8 A residenls・oriented denlal health program in a rura110wn
M.1WalくUra,M. Haga, K.1kawa, J. washio, N. Tanda, A. Kusano, Y. SI〕ibula,
Y. SSI]igihara, K. suzuki, and T. Koseki,
83rd General session and Exhibition of 11〕e lnternational, Alnerican, and
Canadjan Associations for Dental Researcl】. Baltimore, M上 USA, March 9・12,
2005, poslcr n'esentation (1nta'national Association for Dental Reseιlrch 2005
;83:0778
13
9 Relationsl〕ip belween hy(1rogen sulfide・producing bacteria ot the tongue coating
and oral malodor. J.入Vasl〕io, T. sato, K.1kawa, N. Tanda, M.1Wakura, T. Koseld
and N. Takahashi
Internιltional symposlum for lnta'face oral Health science. sendai, Japan
February 2-3,2005. posterpresenlalion
Devel01〕ment of a portable bad・brea11] monitor and application for neld sludy of
halilosis
N 丁anda, M lwakura, K lkawa, J 叉入lashio, A Kusano, T Koselくilnternational
Symposium for lnlerface oralHeaⅡh science
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Ialently infecled patients comprise 2.6% of denla] OU印atienls
Japancse Associalion for Den{al ReseιⅡ'ch 50th annual meeting, T. Matsusalくa.
K.1kawa, M.1WaRura.ネット U 仙台市佶穀・産業プラザじ宮城県仙台、市)











Development of " Breathlron 武", a Bad・bl'eath Monitor lor chair・side use
Iwakura MSUZUIくi K, Hariu H., washio J., shimura M.,1kawa K., Tanda N
China・Japan Medica】 confa'ence 2002 (日ヰ・,1匠学大会2002)














講 演 こ こ 数 年 の も の
0 6 年
1 . Π 川 午 ケ ア 」 看 護 恊 会 双 葉 支 部  0 6 / V 2 1  松 ' み 県 富 冊 刑 Π 呆 健 セ ン タ ー
2 . 「 歯 科 イ 呆 健 と 1 辻 イ 交 流 」 京 都 府 歯 利 ・ 衛 生 士 会  0 6 / 2 / 5  ハ ー ト ピ ア 京 都
3 . 「 母 子 保 健 」 仙 台 氏 療 セ ン タ ー 附 屈 仙 台 看 護 助 庠 学 院 講 翁  2 / 2 7  仙 台
4 . 「 ・ f ど も の こ こ ろ は ど ぅ 育 つ 」 岩 沼 保 育 蟻 1 ・ 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー ・ 岩 沼 市
健 康 増 進 課 , 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 船 / 3 / 9  岩 沼 市 保 健 セ ン タ ー
5 ,  r A c h i e v e m e n l o f d e m o c r a c y  i n  d e n l i s t l y . 1 . 1 〕 a t i a ] 1 S ・ o r i e n t e d  d e n t a l c l i l ] i c
2 . R e s i ( 1 e n t s ・ o r i a 1 1 e d  d e n t a l p u b l i c  h e a l t h  l 〕 r o g r a m  i n  a  r { 1 r a l a r e a . 」
2 0 0 6 / 6 / 2 9  九 州 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 利 ・  J I C A 詔 学 y 上 講 義
6 . 「 人 の 気 持 ち 力 吋 っ か る 人 に な る 」  0 6 / 8 / 1 9 , 2 0 . 第  8  同 歯 利 ・ 学 生 ゼ ミ ナ ー ル
歯 学 条 の 渠 い 実 行 委 員 会 , 水 月 ホ テ ル ー タ 何 _ 1 1  束 京
フ . 「 言 葉 の 前 に 体 験 を 一 心 の 発 述 を 保 育 で 支 援 す る ー 」  0 6 / 6 / 1 0  栗 原 市 保 育 迎
絡 会 保 育 研 修 会 . 栗 原 市 若 柳 多 目 的 研 修 セ ン タ ー
8 . 「 子 ど も の 心 卯 ヲ 創 垂 の 道 筋 を た ど る 」 0 6 / 9 / 3 0  宮 城 県 母 乳 介 児 を す す め る 会
母 乳 フ ォ ー ラ ム  i n  み や ぎ 2 0 0 6 . 仙 台 1 1 i 氏 師 会 鮪
9 . 「 Π か ら 見 え る 子 ど も の 青 ち 」  0 6 / 1 0 / N  大 1 畍 川 i 保 育 速 絡 会 保 育 研 修 会 , 占 川
市 保 健 福 祉 プ ラ ザ
1 0 . 「 口 腔 ケ ア 」  0 6 / 1 0 / 2 1  福 島 県 浜 通 り 南 利 医 帥 公 介 護 誤 H 系 者 オ ー プ ン セ ミ ナ ー
楢 葉 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー
1 1 . 「 1 1 か ら 見 た ・ f 育 て 一 母 乳 育 児 を と お し て 一 第 2 帳 」  0 6 / 1 0 / 2 8  U _ ! 形 県 母
乎 L 台 L 巳 を 応 援 す る 会 山 J 杉 ↓ 具 立 小 央 兆 " 浣
1 2 . 「 不 厶 た ち の 口 を 大 切 に 」  0 6 / 1 V 9  仙 台 l h 立 入 ジ 古 1 > 予 校 P T A 蔀 1 演 会 仙 台 市 立
大 沢 小 学 才 交
1 3 . 「 五 感 で は ぐ く む 子 ど も の こ こ ろ 」  0 6 / 1 y 1 1  足 禾 小 h 子 育 て 支 援 * 業 足 利 市






















21. rAd〕ievement ofdemocracy in dentjS11y.1.palients・orienled dentalclinic












2 6 . 「 口 熨 の 醐 H U  0 4 / 3 / 1 8  T D R G 例 会 ( 東 北 デ ン タ ル リ サ ー チ グ ル ー プ )
山 形 県 歯 利 、 蓬 師 会 館
2 7 . 「 予 防 歯 学 の 兄 地 か ら の 口 央 社 内 技 術 研 修 」  0 4 / 5 / 2 7  株 式 会 社 ヨ シ ダ 器 1 小 営
業 本 部
株 式 会 社 ヨ シ ダ 本 社
2 8 . 「 子 ど も こ そ 親 を 育 て る 主 人 公 」  0 4 / 6 / 5  高 岡 第 一 学 ' 剛 幼 稚 園 教 諭 ・ 保 育 士 養 成
所 講 義 . 丹 訓 岡 法 利 ・ 大 学 ミ レ ニ ア ム ホ ー ル
2 9 . 「 「 1 か ら 見 た  f f i て 」  0 4 / 6 / 1 フ ィ 1 巻 地 区 保 育 恊 議 会 鳴 瀬 町 中 央 公 民 鮪
3 0 . 「 人 の 発 達 に と っ て の 「 1 U  を 見 心 す 「 1 臭 ・ 指 し ゃ ぶ り ・ 拒 食 の 臨 床 か ら  1
2 0 0 4 / 6 / 1 9  奥 羽 大 学 術 学 音 Ⅲ 司 窓 会 福 島 県 支 部 郡 山 ホ テ ル ハ マ ツ
3 1 . 1 、 歯 モ ミ で つ な げ る み ん な の 怜 』  0 4 / 6 / 2 0  仙 台 歯 科 ・ 衛 生 士 9 司 浣 市 民 公 開 講 座
ア エ ル 多 H 的 ホ ー ル
3 2 . 「 口 災 な ん か 飛 ん で い け 」  0 4 / 6 / 2 6  射 H 召 歯 利 ・ 医 師 会 . 南 と 健 康 の つ ど い 実 行 委
員 会
亘 理 町 ヰ ・ 叫 1 公 民 館
3 3 .  r A c h i e v c m e n t  o f d e l n o c r a c y  i n  d e n l i s t r y . 1 . p a t i e n t s ・ o r i e n t e d  d e n t a ]  c l i n i c
2 . R e s i d e n t s ・ o r i e n t e d  d a ] t a l p u b l i c  h e a l t h  p r o g r a m  i n  a  r u r a l a r e a . 」
2 0 0 4 / 6 / 2 8 九 州 人 学 大 学 院 歯 学 研 究 利 ,  J I C A 留 学 牛 誥 義
3 4 . け 3 し ゃ ぶ り と 指 し ゃ ぶ り 子 ど も の 発 達 の 視 点 か ら 」 0 4 / フ / 3  新 U 本 疾 師 恊
会 / 新 医 恊 東 京 支 部 東 京 ラ パ ス ホ ー ル
3 5 . 「 は ・ は ・ は の 話 」 ( 口 と 食 の 果 た す 役 割 ・ 歯 ブ ラ シ の 止 し い 使 い 力 )
0 4 / フ / 2 3 . 市 民 誥 座 , 仙 台 市 高 森 市 民 セ ン タ ー
3 6 . 「 口 か ら 見 え る 子 ど も の 発 達 」 0 4 / 8 / 2 0  社 団 法 人 長 崎 県 保 育 恊 会
ル ー ク プ ラ ザ ホ テ ル 長 崎
3 7 . 「 近 未 来 の 歯 利 ・ 医 療 j o U 8 / 2 7  第 六 回 歯 学 牛 の 集 い 突 行 委 員 会 平 和 と 労 働 セ




































「 た の し い  f 台 て 」  0 3 / 6 / 2 1  や ま び こ 幼 稚 園  P I ' A 講 演 会
仙 台 市 や ま び こ 幼 1 倒 弱
「 指 し ゃ ぶ り と 子 ど も の 発 達 」 船 / 6 / 2 8  新 日 本 医 師 恊 会 学 習 会 東 京 滝 野 川 会 鯨
仁 鼎 惑 を 通 し た 子 育 て 」 船 / フ / 4  福 島 県 看 護 恊 会 両 沼 支 部 ' 島 町 町 民 セ ン タ ー
「 口 か ら 見 た 子 育 て 」 0 3 / フ / 1 1  石 巻 地 区 保 育 恊 議 会 乢 分 頼 中 央 公 民 鮪
「 食 と 子 ど も 」 船 / フ / 1 2  久 詔 米 市 保 育 士 研 修 久 留 米 市 小 鳩 保 育 剛
「 子 ど も の 成 長 発 途 と 口 」  0 3 / フ / 1 6  東 和 中 学 校 親 f i 偸 寅 会 福 島 県 東 和 小 学 校
「 教 育 と し て の 食 」 悌 / 8 / 9  H 教 組 栄 養 職 員 関 東 ブ ロ ッ ク 研 修 会 焚 城 教 育 会 鮪
「 口 を 通 し た イ ど も の 発 達 」 0 3 / 8 / 2 1  富 山 県 園 長 等 運 営 管 江 , 恊 議 会 儲 山 総 合
教 育 セ ン タ ー
「 子 ど も の 発 達 を 支 援 す る 」 鳴 / 8 / 2 9  東 京 都 羽 村 養 護 学 中 劇 職 員 父 吋 研 修 東 京
都 羽 村 養 護 学 校
「 子 ど も の 気 持 ち 受 け 1 卜 め て 」 船 / 9 / 6  い わ き 保 育 の 染 い い わ き 総 合 保 健 福
祉 セ ン タ ー
「 楽 し い 子 育 て 」 0 3 / 9 / H  岐 阜 県 恵 那 郡 保 ガ 研 究 協 議 会 北 部 支 部 合 同 舸 修
岐 阜 県 蛭 川 村 福 祉 セ ン タ ー
f 「 1 か ら 見 た 乳 幼 児 の 子 育 て 」  0 3 / 1 0 / 4  桐 生 市 広 沢 保 育 園 父 母 会
桐 生 市 広 沢 保 育 冏
「 牛 湃 を 山 分 の 歯 で 」 0 3 / 1 0 / 2 5  白 石 歯 利 ・ 医 師 会 内 孑 i 商 工 会 議 所
「 気 楽 に 子 育 て 」 0 3 / 1 V 8  化 棚 P ー プ 長 野 松 本 平 エ リ ア 会 コ ー プ 松 ム
「 子 ど も の 気 持 ち 受 け 止 め て 」  0 3 / 1 ν 9  第 1 0 回 保 介 ア カ デ ミ ー 後 則
名 古 屋 ・ 損 保 ジ ャ パ ン 1 7 F 会 議 室
「 口 か ら 見 る 子 介 て 」 船 / 1 ν 1 5  夫 章 市 立 公 立 保 育 冏 , 山 形 県 福 祉 恊 議 会 夫 章
支 部 天 竜 市 総 合 福 祉 セ ン タ ー
「 歯 ・ 口 を 通 し た 親 子 の 育 ち 」  0 3 / 1 ν 1 7  塩 尻 市 立 広 丘 小 学 校 P r A i 蒋 演 会
















































8 0 . 「 キ レ ル , 閉 じ こ も る  f ど も た ち へ 一 醐 床 例 か ら の 感 想 一 、 1 0 ν ν 1 6  平 成 1 2 仟
度 第 1 0 阿 北  E 市 教 育 研 ・ 究 発 表 会 講 演 和 賀 ホ ー ル
8 1 . 門 _ ] か ら 批 N 十 る み ん な の 愉 一 口 の ケ ア の ネ ッ ト 作 り を 目 指 し て ー 」  O V V 2 7
宮 城 県 歯 科 医 師 会 県 民 誥 座 仙 台 1 4 1 市 民 ホ ー ル
8 2 . 「 歯 利 1 顎 床 か ら の 心 理 学 一 口 臭 , 指 し ゃ ぶ り の 背 景 を 探 る 一  1  0 1 / 2 / 1 7  第 1 1 回
令 沢 歯 利 口 腔 外 利 ・ 懇 話 会 金 沢 大 学 医 学 部
8 3 . 「 や さ し い 1 張 モ ミ で き れ い な 1 1 を 」  0 1 / 1 0 / 1 5  東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 血 液 ・
免 疫 病 棟 看 護 学 習 会 . 東 北 人 学 1 矢 学 部 病 院 会 議 室
8 4 . Π _ 1 か ら 見 た こ こ ろ と か ら だ の 発 達 キ レ る ・ 閉 じ こ も る の 大 も と を 捺 る 」 付
録 「 八 の 目 健 診 一 五 感 か ら の 健 康 学 習 」 仇 / 1 V 1 9  第 " 回 秋 季 大 会 兼 平 成 1 3 年
度 宮 城 県 保 健 主 出 ・ 養 護 教 諭 研 修 会 藏 工 研 修 セ ン タ ー
0 0 年
8 5 . 「 音 楽 で 保 健 を 語 る 一 口 か ら 見 た 子 ど も の 体 と 心 一 」  0 0 / V 2 2  1 9 9 9 年 度 高 等
教 育 ネ ッ ト ワ ー ク ・ 仙 台 第 4  回 1 翫 墾 教 諭 の た め の り カ レ ン ト 詔 納 る 宮 ' 城 学 院
女 子 大 学 第 一 . " 裟 加
8 6 . 「 口 か ら 見 え る 心 模 様 一 休 で 最 も 敏 感 な 口 . 歯 の 休 験 を 通 し た 人 の 育 ち ー 」
0 0 / 2 / 1 1 歯 と 健 康 を 守 る 仙 台 市 民 の 会 宮 城 県 民 会 館
釘 . 「 八 の 目 健 診 一 _ 五 感 か ら の 俊 康 学 習 」  0 0 / 2 / 2 4  平 成 1 1 年 度 板 橋 区 ' γ 1 剣 矢 会 部 シ 召
板 橋 歯 利 ・ 咲 師 会
8 8 . 「 1 _ 1 臭 な ん か 飛 ん で け ー 」  0 0 / 6 / 1 7  岩 沼 歯 科 医 剖 j 会 ・ 亘 理 町 歯 と 健 康 の 集 い
亘 理 文 化 ホ ー ル
8 9 . 「 た の し い 母 丁 假 ] 係 を 支 援 す る 」 0 0 / 1 0 / 2 3  束 京 都 公 立 保 育 園 研 究 会 保 育 講 座






















教 育 活 動
東 北 大 学 全 学 基 際 ゼ ミ 「 か み 合 わ せ の 利 ・ 学 り  2 0 0 2  - 2 0 怖
大 学 院 歯 学 研 究 利
歯 学 持 諭 , 歯 学 演 習 , 南 学 実 習
研 修 咲 臨 床 講 裟  f 歯 利 ・ 臨 床 の 心 田 膨 杓 . 同 実 習
ほ i 学 古 除 M 了 ' テ , Ⅲ j t 村 利 ご 1 部 玲 安 , 同 実 習
医 療 保 障 論 講 裟  2 0 0 1 - 2 0 0 6
九 州 大 学 大 学 院 備 学 研 究 利 ・ Ⅱ C A 留 学 生 誥 襲  2 0 0 4
" 呂 1 成 教 育 大 学 講 義 特 設 利 ・ 学 ( Π 腔 と ヲ 酎 垂 心 田 秒  1 9 9 6 - 1 9 9 8
診 療
予 防 歯 科 外 来 口 熨 外 来
